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◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載
し

ま
す
。

「
赤
芽
球
疹
」
と
は
貧
血
を
起

こ
す
疾
患
の
一
つ
で
す
。
月
晶
の
中

で
赤
血
球
が
う
ま
く
成
熟
・
増
殖
で

き
な
く
な
り
、
血
液
中
の
へ
モ
グ
ロ

而医祐里

イ
ル
ス
B
W
な
ど
の
ウ
ィ
ル
ス
感

染
が
~
薬
剤
な
ど
が
原
因
と
な

つ
て
起
こ
り
ま
す
が
、
原
因
不
明
の

「
特
発
性
赤
芽
務
」
も
あ
り
ま
す
。

赤
芽
球
霧
の
治
療
は
原
因
の
特

定
と
、
原
因
に
対
す
る
治
療
と
な
り

ま
す
。
妊
娠
中
で
あ
れ
ぱ
出
産
薬

剤
性
で
あ
れ
ぱ
原
因
薬
剤
の
中
止
、

が
ん
で
あ
れ
ぱ
が
ん
治
療
を
行
い
ま

.

ビ
ン
や
網
赤
血
球
義
っ
て
し
ま
う

病
気
で
す
。

委
牙
球
霧
は
先
天
性
と
後
天
性

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
ご
誤
の
後
天

妊
娠
、
胸
腺
腫
、

性
赤
芽
球
癖
は

大
顎
秘
り
ン
パ
球

自
己
免
疫
疾
患
、

性
白
血
病
な
ど
の
り
ン
パ
球
増
殖
性

疾
患
、
釋
り
ン
パ
腫
パ
ル
ポ
ウ

高
い
確
率
で
再
発
、
内
服
継
続
を

最
初
の
免
疫
療
法
が
有
効
、
そ
の
後

も
貧
面
が
再
発
し
な
け
れ
ぱ
特
に
予

後
良
好
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
誤
に
つ
い
て
で
す
が
、
治
療

に
ょ
っ
て
省
面
が
改
善
し
た
の
は
良

い
兆
候
で
す
。
し
か
し
、
治
療
の
継

続
は
必
要
と
考
え
ま
す
。
中
止
す
れ

ぱ
再
発
す
る
司
能
性
は
非
常
に
高

く
、
再
発
し
た
場
貪
命
に
関
わ
る

す
が
、
自
己
免
疫
疾
患
に
ょ
る
赤
芽

球
務
や
特
発
性
赤
芽
球
霧
に
は
免

疫
抑
制
療
法
を
行
い
ま
す
。

特
発
性
赤
芽
球
癖
に
対
す
る
免
疫

抑
制
剤
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
の
効
き
目

が
表
れ
る
の
は
約
8
割
で
す
が
、
投

与
中
止
後
の
再
発
率
は
非
常
に
高

く
、
幾
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
し
っ
か
り
接
種
し

た
り
、
周
囲
の
人
間
も
マ
ス
ク
を
着

用
し
て
接
し
た
り
す
る
ほ
か
、
食
中

毒
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

可
能
性
が
高
い
か
ら
で
す
。
シ
ク
ロ

ス
ポ
リ
ン
は
高
齢
者
で
も
安
全
に
使

え
る
お
薬
で
す
が
、
効
果
を
維
持
す

る
に
は
し
っ
か
り
内
服
を
鷲
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

免
疫
抑
制
剤
な
の
で
、
副
作
用
と

し
て
感
染
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
た

地
禦
吉
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
や
肺
炎

神戸新聞社

84歳の母が後天性券芽嫁霧になりまし
た。現在は免疫抑御情Uのシクロスポリンを

服用し、赤血球の値は改善、顔色もよくな
完りました。今後も服用を続けるべきか

治はあるのか、生活で気を付けることは何

かーなどを教えてください。(58歳、女性)

令和 4年牛月2牛日(日) 朝刊


